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１１月２３日（日）、江東区立南陽小学校ことばの教室にて開催。小学生１４名、中学生６名、高校生７名、兄弟

姉妹６名、ご両親２７名、スタッフ４８名の計１０８名が参加。午前は「演劇レッスン」。北原白秋「お祭」、金子みす

ず、谷川俊太郎、くどうなおこ、山村暮鳥、マークトウェインの詩を、各自、自由に演出してショート演劇として形作っ

たものです。皆様如何でしたでしょうか。 

私は率直に楽しかったです。当初、秋のつどいが「演劇」であると聞いた時、嫌な気分で一杯でしたが、練習してい

く中で徐々に恥ずかしさを無くし、本番ではありのままの自分を出すことが出来たと思うので、結果やって良かったと

感じました。歌や声出しについては、より参加者の皆様が打ち解けながら楽しめていたのかなと思いました。長田みど

りさん、ありがとうございました。スタッフミーティングの時も、からだのゆらしや声出しをやりましたが、とても楽しかった

ので、時間あれば当日も、もっと長い時間やってみたかったです。 

○小学生に演劇を教える 子供達は最初「どうやったらいいの？」と迷った表情をしていたが、ある程度ベースを

教え実際に演劇をやってみると、それぞれ自分なりに工夫した演劇をしていて、演劇を楽しめているように思えました。

○小学生グループ話し合い とても楽しかった。ゲームから始まり、他己紹介ゲームなど、小学生みんなが積極的

に楽しんでいました。小俣美佳子さん（世田谷区砧小）進行の一つ目のゲームで緊張感がほぐれ、次の他己紹介ゲ

ームでは、1名の出題者がヒントをいくつか挙げて、誰のことを紹介しているかみんなで当てるクイズをやりました。手を

挙げたり、出題者になったり、積極的に前に出る部分がとても良かった。 

スタッフ全体で一丸となって、とても楽しい演劇レッスンが出来た。多くの子供達の良いところを引き出すことが出来

たと思います。充実していました。皆様、ありがとうございました。 （リーダー：吉良日希、斎藤新、松崎圭祐） 

 

Y.M君(小２) 

前はどもるのをいやだなって思っていたけど、ク

ラスのＴくんが「どもっちゃうのなんてさしょうがな

いんだから、気にしないでしゃべっていいんだ

よ」って言ってくれた。だからオレは新しい一歩を

ふみ出せた。そこからみんなにも「オレどもっちゃう

から」って言えるようになった。 

思うんだ、どもるのってへんじゃないし、しょうが

ない。オレもみんなと同じ人間、いっしょじゃん、な

のに、どもりが原因で仲間外れとかはいけないと思

う。どもって、しゃべる人に伝えたいことがあるんだ。

「あ、あ、ってへんだね」って言われて泣いてると思

うんだ。だけど一番に思ってほしいことは自信をも

ってほしい。 

オレは母ちゃんとかじゃない、Ｔくんに言われて

一歩をふみ出せた。世の中にはオレを支えてくれ

る人が沢山いて嬉しい。中高校生のつどいを考え

た人はすごいと思ってる。ありがたいと思ってる。こ

の場所は楽しくどもっていいんだって思える場所

だからホッとする安心できる場所なんだ。だからオ

レは大きくなったら、つどいのスタッフになるよ。 

Ｙ君のお母さん 

今回は 2回目の参加となりました。それなのに懐

かしい雰囲気を感じるのは何故なんでしょう。温か

い空気感、子供達の笑顔がそうさせているのだと

私は感じております。 

詩の朗読、演劇レッスン、学年別話し合いと 3つ

の枠がありました。 

演劇レッスンの発表時、２年生の我が子は、と

てもいきいきとしていました。元々活発で明るい彼

は笑いまでとっていたことに素直にすごいな！この

度胸！と思いました。これは吉良さん筆頭のリード

があったからこそだと思っております。 

学年別話し合いの場では、他の保護者の方

の想い、意見、感情、様々な事を考えさせられると

ても有意義な時間を過ごす事ができました。吃音
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の事で、親の立場である私達は沢山の事を考え勉

強し、今この時があります。それは皆それぞれ違う

道を通りながらもこの場に来ました。そこでまた沢

山の事を考えさせられます。 

私は後ろを向くのは嫌です。子供と共に悩みな

がらでも前を向いていきたいです。その為には、や

っぱり沢山話をする事だと思っております。月齢に

より、それも難しくなってくる時が来るかもしれませ

ん。でも今はその土台作りとも言える時期なのかも

しれません。私達親が先走り過ぎず、力強く温かく

厳しく見守っていく気持ちに変わりありません。 

このような場を作っていただきました皆様には感

謝の気持ちで一杯です。息子も大学生になったら

スタッフになりたいそうですよ(^^) 楽しみに待って

いてくださいね。 

（日記より） 

今の息子は吃音と真正面から向き合ってると思

える。それはとても喜ばしい事であり、また課題が

生まれた瞬間でもあった。吃音と向き合う事のでき

た 8 歳の息子。本当に頭がいいと思うし、回転も早

い。尚且つよく考え見ている。今の月齢では「ども

ってもしょうがない」で、いいと思っている。これから

先、高学年、中学生になっていった時の事をすご

く考える。 

決して分かってくれる人ばかりじゃないという事。

その事と向き合っていかなければならないという事。

「どもったってしょうがない」は、小さい時しか公言

できないという事。どもりながらしゃべる息子の話し

を聞いてくれている相手の気持ちも考えなければ

ならないという事。 

これらの事を、いつどのタイミングで伝えていけ

ばいいのか悩んでいる。理解できる自頭を持って

いる息子だからこそ、伝え、話す時期を考える。早

過ぎても遅過ぎても、自分の思っている事を素直

に言える子ではなくなってしまうと思う。だからこそ

思う。普段から吃音の事を会話の中に入れていき

たい。聞き取りにくい時は、こちらも素直にちょっと

聞きにくかったな、とかどもっちゃってたのわかっ

た？とか、ごく当たり前に聞いていきたいと思う。今

現時点で私はそれを実行している。 

K.K さん（小４ S君のお母さん） 

次男は4歳くらいから言葉に詰まるようになりまし

た。 

我が家は 23 歳になった長男に、重度の障害が

あるので、そのことでからかわれないように、次男

の友達をどんどん家に呼んで、一緒に食事をした

り泊まってもらったり、プールに連れて行ったりしま

した。初めて我が家に来るお友達には、必ず、「お

母さんのお腹にいる時に、頭の中に傷ができて

…」と兄の障害に関する説明をして来ました。 

長男は、自分では言葉を発しない子ですから、

次男が吃音でも話せることだけで十分だと、あまり

次男の辛さに思いを馳せてこなかったかもしれま

せん。これまでは、友達にからかわれないように、

学校の先生やお友達お母さんに説明してきました

が、知的障害の重い長男は持たないで済んできた、

自分を見るもう一人の自分が、高学年になった次

男を苦しめ始めているようです。 

そのことに気付いてから、吃音の仲間に出会わ

せたいと思って、これまで嫌がっていたことばの教

室に通うことを粘り強く説得して、来月から通わせ

ることにしました。 

先日、その見学に行って来て、今日の集いの案

内をもらってきたので、ぜひ参加させたいと思いま

した。 

ところが、行きたくないと、何日も何日もごねるの

です。 

友達と遊びたいというのが理由ですが、よくよく

聞いてみると、見学に行ったことばの教室で、自分

が一番重症だったと印象があって、また、この集い

でもそうなのかもしれないから嫌だというのです。 

私は、「人と比べなくていい。誰かと比べれば、

誰かが一番良くて、誰かが一番びりで、そればっ

かり考えるから。一生懸命話せば、素敵だと思うよ」

と話しましたが、しょせん私は、話すのが苦手では

ない、吃音のない大人で、本当の、本人の辛さは

分かってあげらません。母親として、分かってあげ

たいけれど、理屈でいつも追い詰めるだけです。 

それを次男に話しました。 

「中高生や大人になった時に、同じ吃音を持つ

仲間がいたことを思い出して欲しいから、今日は、
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行ってみよう。次からは、行きたくなった時に行け

ばいいから」と。 

しぶしぶ、午前中の見学だけという約束で付い

て来ました。始まる前は、会場の後ろの壁の花？

になるつもりで、最後列にいました。ところが、大学

生の素敵な 3 人のお兄さんの自分と向き合ってい

る姿を見て、私と同じように感動したのか、 

「子供達、前に出ておいで～！」の声に、自分

からすっと、母親と離れて前に出て行きました。 

その背中の、なんと誇らしかったこと！涙でかす

みそうでした。 

そのまま、見学者のはずが、ちゃんとあんなに嫌

がっていた演劇までやり遂げてしまい、私は、次男

が誇らしくて、帰りに一杯誉めました。 

なんで、出て行けたの？と聞くと、「行くしかない

っしょ！」とさっぱりと、吹っ切った顔で答えてくれ

て、一日でとても成長したようでした。 

会報や本で読むよりも、自分の目の前で、将来

の自分を映す青年達に出会えたことが、本当に貴

重な体験だったようです。 

吃音を隠さず、大勢の前で話し、子供達や仲間

のために大変な準備をしてきた皆さんの姿を見て、

次男が皆さんのような素敵な青年になったらすご

いことだな、と思いました。 

いつもは、10 時には遅くとも寝る次男が、なかな

か眠れないと起きてきて、このパソコンをのぞき込

んでいます。 

「今日は記念日だから、起きていてもいいでし

ょ。」 

「何の記念日？」 

「分かっているでしょ！」 

体ゆらしの体操をしながら寝ようね！大好きなＳ

くん！ 

今頃は、サイゼリアでの打ち上げも終えて、皆様

それぞれのお家に帰る途中でしょうか？息子が１０

年後、今日のリーダーさん達のような素敵な青年

になれたらいいなと思います。困難に向かって、自

分をごまかさずに仲間と手を携えて、子供達に勇

気を与えてくださっていることに、感動しました。素

晴らしい勇気に、敬意を表します。ありがとうござい

ました。 

加納 典子（杉並第十小 ことばの教室） 

昨年６月の音楽の集い以来、久し振りに参加さ

せていただきました。音楽もそうですが、今回の

「演劇」も、大勢の人の前で何かをする…という点

で、吃音の有る無しに関わらず、ハードルの高い

取り組みだと思います。冒頭に、「（演劇は）…人気

がありません…」というお話がありましたが、それに

も関わらず、小学生から大学生までこれだけたくさ

んの方が集まるのは、それだけですばらしいと思

いました。 

1～2 年生の時にことばの教室（中野区立桃園

第 3小）で担当していた三輪矩明君が、今回は「か

まきり」の詩（くどうなおこ）を朗読しました。大胆な

振りもつけて、大きな声で堂々と演じていました。

「三輪君なら、やってのける！」と思ってはいました

が、予想以上に生き生きと演じていました。会場か

らも大きな拍手をもらい、また一つ自信がついたこ

とでしょう。（とても緊張したでしょうね。お疲れ様） 

「かまきり」については、小学校 2 年生の時、学

校の学習発表会の演目だったそうです。私も見た

はずですのにすっかり忘れていました。三輪君は、

その時の事をよく覚えていて、「カマキリのかまが

取れてしまった」とか、いろいろなエピソードを思い

出して話してくれました。それと共に、小学生の頃

の自分を振り返り、じっと落ち着いていられなかっ

た事、教室に入れなくなってしまった事やその時

の気持ちなど、分析していました。 

低学年の頃は吃音も重く、言いたい事があるの

にどうしても言葉が出て来ず、とうとうホワイトボード

まで駆け寄って、ダーーっと文字で書いていた事

を思い出します。その三輪君が、つどいに通い続

け、こんなに立派な大人に成長したなんて、本当

に心から嬉しく思いますし、つどいの仲間の力や

支えが大きかったのだと感謝の気持ちで一杯です。

これからも、無理なく長く活動を続け、後に続く仲

間に三輪パワーを分けてあげて欲しいなと思いま

す。 
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M.W さん（中 3） 

昨日はありがとうございました。からだのゆらしを

やった時、気付くことがありました。それは、力を抜

くことの大変さです。 私は、難発で声が止まると、

力が入ってしまうので、すぐに、抜けるように練習を

したいと思いました。 

話し合いでは、多くの事を学べた気がしました。 

ＫＪ法では、皆の考えは、全く違うんだなと思いまし

た。全部違うと言う訳では、ありません。 

ＫＪ法をやっていく上で、今回のテーマ『吃音が

治るって？』 皆の答えは治ってほしい。治らなく

ていい。などでした。 

私の答えは、 

 『治る。治らない。の問題じゃない。吃る自分が

私だから』『治って欲しいけど治って欲しくない。私

は、治る自分が想像できない』です。 

これは、つどいに行ったからこその答えだと思い

ました。私にとってつどいは、アットホームでとても

安心できる空間です。そして、安心してどもれる場

所です。 

私は、たまに、なんでどもるのだろうと怖くなる時

があります。でも、この考えも変わってきました。受

験の面接も怖いけど、つどいの人などに相談し、

安心して受けたいです。佐藤さんをはじめ、スタッ

フの皆さん、このような会を開いてくださりありがとう

ございます。これからもよろしくお願いします！ 

 

嶋田 聖子
し ょ う こ

（中学生 Gスタッフ、 

国立障害者リハビリテーションセンター学院 言語聴覚学科１年） 

今回は当日のみ、ほとんど見学のような形で参

加させていただきましたが、午前も午後も、驚きと

発見が一杯でした。 

午前中の演劇・詩の朗読では、みんなにこんな

にも自分を表現したい気持ちがあった、ということ

に正直、驚いてしまいました。 

演劇的なものをみんなですると、恥ずかしさや

「やらされている感じ」が全面に出てきてしまうこと

がありますが、今回は、恥ずかしいだけではありま

せんでした。照れていてもちょっと誇らしげだったり、

終わった後に満足そうな表情が見られたり、やって

みて良かったね！と言いたくなるような場面がたく

さん見られました。 

何事においても、自分を表現することは、傷つく

リスクをとることだと思います。今回素敵な発表会

が実現したのは、つどいでは安心して、堂々と自

分を表現していいよ、ということがしっかり伝わって

いたからこそではないでしょうか。 

スタッフの方々のデモがあったことや、リーダー

の方々が良い雰囲気を作ってくださったことが大き

かったと思います。子供達にはロールモデルとなる

先輩がたくさんいて、いいですね。 

午後の話し合いでは、中学生グループに入れ

ていただきました。ここでは、つどいのメンバーの

中でもこんなにも意見が違うのか、ということに驚い

てしまいました。 

吃音について指摘された時の対処法としては、

「逃げる」、「さりげなく話をそらす」、「説明する」、

「知らない方が悪い」といったあらゆる意見が出まし

たし、自分自身の吃音のとらえ方も想像以上にば

らばらでした。 

普段はなかなか話す機会のないことだけれども

いつも真剣に考えている、ということは共通してい

るようでした。 

時間が経つとまた考え方も変わるのだろうな、今

の自分の考えをとっておくことができたらいつか自

分を見つめ直したくなった時に、いい資料になる

かもしれないな、などと考えながら聴きました。 

 

金澤 誠（大１、荒川区立第三峡田小卒） 

演劇ではまず手本としてスタッフによる発表があ

ったのですが、吃音があっても自分を表現すること

は楽しいことであり、ぜひ一緒にやろう！という思

いが感じられてとてもいい発表でした。その後に参

加者による発表があったのですが、小さい子供達

が吃りながらでも一生懸命楽しそうに発表する姿

がとても印象的でした。彼等の発表する姿を見て

いると吃音だからと言って自分を表現しようとしな

いのはいけない事なのだと改めて思いました。        

午後、高校生グループの話し合いに参加しまし

た。ここではどもりカルタ（JSP 制作）をしたり、ス



中高校生のつどい 

タッフや参加者達が互いに悩みなどを相談したり

しました。どもりカルタはカルタという遊びを通じて

吃音と向き合う為の考え方を伝えられるので単純

ながらもとても工夫されていて素晴らしいと思いま

した。 

「隠したり 逃げたりしてると 損をする」 

 書かれている事は単純ですが、吃音者にとって

は最も重要な事の一つだと思います。私も以前は

吃音で笑われるのが怖くて他人との会話を避けた

り、みんなの前で発表などをしないようにしていまし

た。要は自分を表現しようとしなかったのです。今

から考えるととてももったいない事をしてしまったな

と思っています。なぜなら人と話したりみんなの前

で発表する事はとても楽しい事ですし、生きていく

上での大切な経験でもあります。また、避けようとし

たところで避けられるものでも無いのです。むしろ

避ければ避けるほどこれらの事が苦手になってい

き、不幸の連鎖を招いてしまいます。なので吃音を

隠したりせず、ありのままの自分を表現していくこと

はとても重要なことだと思います。 

「大人になった 吃る人 

        いろんな仕事についている」 

私は以前吃音のせいで面接が上手く行かずに

就職も困難で、その上たとえ就職できても仕事をし

ていく上でとても苦労するだろうと思い、とても不安

に思い、なんとか会話せずにできる仕事は無いか

と考えていました。しかしこの、吃音者でもいろんな

仕事に就いていると言う言葉を知ってからは不安

が少し和らいで希望を持てるようになりました。また

「英国王のスピーチ」で有名なジョージ 6 世やあま

り知られて無いですがあのマリリン・モンローも吃

音者でした。これらの事を聞いて私は吃音で自分

の夢を諦めるのはとても愚かな事だと思うようになり

ました。なんせ吃音者なのに一世を風靡した大女

優や国民を導き、第二次大戦後を戦い抜いた国

王もいるぐらいなんですから。 

「選ばれて 吃りになった その意味は？」 

吃音は神様に選ばれたと言う札は一見するとお

かしな札です。嫌な事であるはずの吃音に「選ば

れた」と言う言葉を使うのはどうもふさわしくないよう

に思われるからです。でも私の考え方は違います。

この札には吃音であるという事を嫌な事であると決

め付けずに前向きに生きていこうと言う意味が込め

られていると私は思います。これは別に吃音自体

を肯定している訳ではありません。実際吃音はとて

も辛い事ですし様々な弊害が付きまといます。しか

し吃音である事は他人とは色々な意味で違う人生

を歩めると言う事でもあります。吃音の辛さを乗り越

える事で強くなれますし、吃音との付き合い方を考

える事によって自分自身と向き合えて自分をもっと

よく知る事もできます。そして吃音者である自分を

受け入れてくれる人々の温かさに触れる事もでき

ます。これらの事は人生にとってとても大切な事だ

と思います。この様な特別な体験ができるどもる者

はある意味「選ばれた」者なのかもしれないと私は

思います。 

 

長田 みどり（高校生 Gスタッフ、 

都立南葛飾高校 演劇講師） 

スタッフの皆さん、お疲れ様でした。そしてありが

とうございます。今回も皆さんや参加者の方々から

多くのことを学ばせて頂きました。 

 今回は小学生のパワーが初めから全開であった

ことには驚きました。司会のお兄さんがどもると、去

年はなかなか輪に入らなかった子がすっと出てき

て代わりに言ったり、心配そうに見守っている。多

分それは、スタッフの皆さんが子供達との信頼関

係をしっかり作っているからだと思います。とても温

かい気持ちになりました。  

 ゆらしは人数が多くて充分に集中し切れていな

かったけれど、寝転んで、呼吸－発声をやっていく

内に声が部屋一杯に広がって見事でした。また、

子供だけでころがりながら声を出すことは難しかっ

たようですが、去年よりからだを動かすことに抵抗

が無く、初めからのびのびと動いている子もいまし

た。 

 それは歌の時にも現れていて、私がホワイトボー

ドの前に立っていると、一人が指揮の真似をしたの

で、「やってみる？」と声をかけると、「いい」と言っ

て逃げたが、本当はやりたかったのだと思う。ども

っても大丈夫という環境を作ってあげれば、子供

本来の好奇心や積極性がどんどん出て来るのだと



中高校生のつどい 

思うと、おとなの責任を感じました。そして、今回は

パワーの発露は充分でしたが、それがまだ散乱し

て充分には集中し切れなかった。私のやり方にも

問題があったかもしれません。次回はもっと自分の

やることに集中できるようなレッスンにしたいと思い

ます。 

 「お祭り」も各グループでおもしろいアイデアが出

て、毎年やってみてもいいかなと思います。スタッ

フのデモ、ならびに参加者の練習や発表は時間

的に駆け足でしたが、「かえる」などは、なんと小学

生の男子二人はアドリブまで入れていましたね。 

 いずれにしても、スタッフの方々の姿から、子供

達は多くのことを受け取っています。皆さんの生き

る姿勢や志を子供達が受け継いで成長していくこ

と、そしてスタッフの皆さんも社会に出てからもぜひ

会とつながって、この会自体をさらに成長させるこ

とを願っています。 

 

斎藤 新
あらた

（高校生 Gスタッフ） 

開会式の時に私は司会をしておりました。その

際、長い時間ことばが出て来ない場面がありました。

その時に数名の小学生の子供達が私の下に駆け

付けてきて、一緒に原稿を読んでくれるという場面

がありました。正直、その時の自分のことばが出て

来ないという事実に苛立ちを感じました。しかし、そ

れと同時に小学生の子供達の優しさに触れること

ができました。こんなにも優しい空間は他にはあり

ません。正々堂々と、どもることができ、かつここま

で温かい空間はこのつどいの他にあるでしょうか。

おそらく無いと思います。他の吃音の自助グルー

プに参加すれば、正々堂々とどもることはできるか

もしれませんが、このつどいほど、人の温かさは無

いと思います。このつどいを大切にしていきたいと

心より感じる瞬間でした。 

 

後記 

♠どもっていいは、小学生の時だけでなく、中高校

生、そして、社会人になっても変わりません 

どもっていい。普通にどもって、普通に生きていっ

て良い。それをダメ…だと一番言うのは、親あるい

はその影響を受けやすい本人。聞いている周りの

ことも考えなさい…とのご心配は、御無用。仲間は、

共に生活する中で、どもる人の良さを知っていく。

どもることと共に伝わってくる話の中身にこそ、耳を

傾けてくれるようになる。そんな中、真の友も見つ

かるでしょう。またはじめ、つい笑っちゃった子も、

変わってくることも有る。 

つどいの一番の強み・魅力は、普通にどもって

普通に生きているありのままのスタッフの姿を見て

いただけるということ。Let it go! この看板は永久に

降ろすことはありません。 

♣家族でどもることについて、会話することはとて

もいいこと 

もう一度ゆっくり話してみて…というのは、しては

ダメなこと。が、どもって聞き取れなかったら、何？

と聞きかえせばいい。 そして、どもることの辛さな

ど、話し合うことも自然なこと。タブーのように避け

ていると、逆に、吃音に向き合う・考えることそのも

のが悪い、弱いことと捉えてしまう。 

♥スタッフあいさつ文を、小学生が代読 

ああ、俺って…ダメな男だ…ではなく、純粋な

HELP精神での子供達の働き。子供に助けてもらう

ことは、情けないことである…というのは、論理療法

で言うところの、イラショナルビリーフ（非論理的な

融通の利かない考え方）。声がどうしても出ない時

もある。そんな時は、参加者の子供達に助けてもら

って良いという…やわらかい考え方で行こう。 

♦発表の場の意味 皆さんが見てくださっている場

で発表する・精一杯頑張っている自分を見ていた

だく…ことで、新たな自分を発見できる。一人だけ

で練習するのではない。素敵なものが一杯生まれ

る発表の場。温かさ優しさあふれる場。 

 （代表 佐藤 隆治） 


